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発表内容 平成元年度から地下水質調査が本格的に開始され 20 年が経過した。 

本県では、調査開始後の数年間に有機塩素化合物による環境基準を超え

る地下水汚染が数多く発見され、その後揚水曝気処理等の浄化対策やモニ

タリング調査を行ってきたが、その多くの地区では汚染濃度低下や汚染範

囲縮小が認められている。 

そこで、今後の地下水汚染対策を効率的・効果的に推進することを目的

に、平成 21 年度から汚染発見後 20 年が経過する大規模汚染地区を中心に

地下水汚染状況等の詳細な調査を実施している。 

今回は、本年度調査結果の概要について報告した。 

 


